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各 班 の 報 告 書  

人と自然班報告 

目覚めよ島びと！眠っていたら島は沈む―

―いま屋久島で観光を考える 

参加者：浅尾真利子・大久保実香・夫馬和寛・吉川

温子 

講師：安渓貴子・安渓遊地 

チューター：上勢頭芳徳 

ボランティア：小島佳奈（上智大・院生） 

協力：木原幸治（上屋久町）・黒田末寿（滋賀県大） 

 

Ⅰ はじめに 

Ａ 目的 

今回の人と自然のかかわり班は、宮之浦川上流域に

ある屋久島総合自然公園（図１。以下、自然公園）の

活用方法を提案することを目的として調査を行った。 

 
図１ 屋久島総合自然公園の位置 

 

Ｂ 経緯 

 屋久島総合自然公園は、上屋久町林地活用計画の一

環として、宮之浦川上流地域に対する施策として組み

込まれていた。上屋久町林地活用計画とは、ふるさと

創生対象事業として、平成元年度及び平成 2年度の 2

ヶ年にわたり、上屋久町が上屋久町林地活用対策専門

委員会に計画策定を委託したもので1、「森・水・人の

ふれあいを基調とした森林文化の創造」をキーワード

にして、長い目で見た、保全しながらの森林の利用、

活用を提案している。林地活用計画の報告書の中で宮

之浦川上流域は、自然とのかかわりを重視した、以下

のように様々な施設を組み込んだ総合的な利用が提案

されている2。 

 

宮之浦川上流域の国有林 24・25・26・27林班は、

宮之浦市街地から約３㎞から７㎞ほどの上流の標

高 100mから 400mにわたる地域にあって、上屋久

営林署の屋久杉生産基地として昭和 30年代前半

までは集落が形成されていた。 

 現在は、樹齢が 30年から 40年生の杉人工林帯

と照葉樹林帯が混在しており、渓谷をふくむ景観

は、島内でも有数の景勝地であり、本町がめざす

滞在型の観光基地や青少年の研修地、山菜や薬草

の栽培などにはよい自然条件が整っている。 

 この地区約 200haの平坦なひろがりに、渓流や

森林などの豊かな自然景観をいかした屋久島の固

有植物（ヤクシマシャクナゲ、ヤクタネゴヨウマ

ツ、サツキ、野草など）が鑑賞できる屋久島総合

自然公園「緑の図書館（仮称）」、長期間に宿泊

できるログキャビンやペンション村、屋久杉との

かかわりを大切にする展示、研修などの機能をも

った、屋久杉工芸村、林地の生産性向上を追及す

るパイロット事業として、山菜、薬草の森などの

整備をはかる。また、このひろがりに密生する樹

林 30年から 50年生の人工杉林は、100年から 300

年サイクルのモデル鑑賞林として造成をはかる。 

市街地と本地域をむすぶアクセス交通の整備に

ついては、地域の自然景観にうまく適合した並木

（樹齢 30年生～50年生の杉民有林を約 2.6㎞に

わたり、道路帯をふくめて幅約 50mで保護樹帯と

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      
1 鹿児島県上屋久町「超自然スーパーネイチャー屋久

島」p.103。 

2 鹿児島県上屋久町、前掲書、p.58。 
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して確保する。）の用地確保など、道路そのもの

が観光資源となるような長期的展望にたった整備

をはかる。またこの地域内のアクセス交通は、残

存する森林軌道後を有効活用する方策として森林

鉄道や遊歩道の整備をはかるとともに、小杉谷・

縄文杉・奥岳ルートなど、屋久島の原生自然を代

表する屋久杉探勝の前線基地としての機能をはた

せるよう整備をはかる。 

 

 この他にも、公園内に湧く冷泉を利用し、かつてそ

こにあった湯治場を復活させるという目的や、固有植

物を実生から育成・販売することで盗伐を防ごうとい

う目的もあった3。現在は植物園、野外ステージ、休憩

舎、川沿い遊歩道の整備がされ、植物園はヤクシマシ

ャクナゲが販売段階に至ったことから、2004年 8月 1

日から 300円（小・中・高生 100円）の料金設定でオ

ープンした段階である。しかし、現段階では利用者が

多いとは言えず、今後どのような活用をしていけばよ

いかが課題となっている。 

 

Ｃ 方法・調査期間 

 今回の調査目的は自然公園の活用方法を考えること

であるが、屋久島全体を考えた活用ができるよう、自

然公園があった場所の歴史や他の場所・地域での取り

組みなど、様々な視点から調査を行った。 

 方法は、表１にあるとおり、まず聞き取り調査と施

設見学を行い、その中で聞いたこと、見たこと、感じ

たことを「屋久のお宝カード」に記録していった。そ

れを KJ 法によってまとめ、構造把握を行った。 

 KJ法とは、野外科学者・川喜田二郎氏が開発した問

題解決のための手法であり、多様な情報をまとめあげ

る場合に、ひとつひとつの情報のもつ「志」を重視し

て共通点をさぐりあてることでしだいに情報の組み合

わせての数を減らし、構造把握をしていく方法である。

今回はその方法を用いて、現状把握、本質追求（問題

点の把握）、構想計画～具体策の一部までを行った。

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      
3 上屋久町役場総務課 塚田英和さん(2004/8/17)のお

話より。 

以下の章では、各段階について報告を行う。 

（浅尾真利子） 

 

図２ 「屋久のお宝カード」の例 

 

 

 

図３ 屋久島総合自然公園の現状 

 

 

 

図４ もと機関士の笠井林さんのお話をきいて
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（表１）人と自然班の日程表 

 

Ⅱ 現状把握 

Ａ 屋久島総合自然公園の課題 

  屋久島総１合自然公園は広大な土地に芝生を植

え、石造りの道を設けるなど、ゴルフ場を思わせる

ような所で、とてもきれいに整備されている。しか

し訪れる人が少なく、施設自体に魅力が少ないよう

に思われる。その理由を挙げると次のようなものが

考えられる。 

 

１．屋外展示 

展示物であるマツタネゴヨウやガジュマルが、わ

ざとらしくポツポツとあるだけで屋久島の植生の特

徴や自然の面白さを感じられるものとはなっていな

い。また鹿よけのフェンスが目に付き囲まれた空間

でしか動植物が見られないという圧迫感を覚えてし

まう。 

２．展示室 

屋久島固有種や珍しい植物を小さな植木鉢で展示

しているのだが、ただ平面に並べているだけで種の

分類や鉢の高さを変えるなどの見せる工夫を感じる

ことができず、分かりづらく楽しみにくいものにな

っている。借入金の返済の財源に充てようとしてい

るヤクシマシャクナゲの鉢の売値 3500円は、花が咲

くまで 12年という育てる手間と年月を思うと、安す

ぎる値段設定のように思われる。 

３．温泉施設 

温泉はこの公園を作るための本来の目的で、地域

の方々との約束でもあるのだが、源泉の湯量が少な

い、石鹸かすなどを流す排水設備をどうすべきかな

ど検討課題が山積で、建設が進んでいない。(現在は

２基の給湯タンクがあり、上屋久町の人なら無料で

温泉水を持ち帰ることができるようになっている。) 

 

町としては地域の人が集い、島の自然を再認識し

てもらう施設を目指しているそうだが、広い駐車場、

２車線の道路を整備したところから見ると観光客誘

致の目的なしには考えられない。このような自然環

境を売りにした施設の開発は屋久島全体で進んでお

り、自然公園だけの問題ではない。第３次産業中心

となった今日、観光業全般について考える必要があ

るのではないだろうか。 

 

Ｂ 観光が抱える問題 

   １． 原生林の世界遺産登録 

  長寿の屋久杉やガジュマルの迫力。着生植物、苔

シダが見せる神秘的な世界。雨量が多く、花崗岩の

痩せた土地という苛酷な環境の中で樹々がどっしり

と根を降ろし、動物たちが生きる。その力強く優し

い命に触れることができれば、島を訪れた人は、こ

こには山の神様が本当におられて全ての生命を守っ

  午前 午後  夜 

2004/8/16 / / 木原幸治さん 

2004/8/17 宮之浦・上屋久町歴史民俗資料館見学

、塚田英和さんのお話 

中間・フルーツガーデン見学、 岩川

文寛さんのお話、西部林道見学 

木原幸治さん 

2004/8/18 宮之浦・永野憲一さんのお話 宮之浦・総合自然公園見学と宿泊 木原幸治さん 

2004/8/19 / 笠井林さん、営林署跡地探索 木原幸治さん 

2004/8/20 資料整理 永田・柴鐵生さんのお話 木原幸治さん 

2004/8/21 資料整理 宮之浦・公開講座、上勢頭芳徳さん・

中島繁安さん・山本秀雄さんのお話 
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て下さっているようだと心の奥から感じられるので

はないだろうか。屋久島は 1994年、縄文杉を含む原

生林が世界遺産登録された。島はこの素晴らしい自

然を資源にした産業の開拓を進めている。公害や天

然資源の枯渇が叫ばれる中、自然愛護の精神が強く

なってきたことで屋久島の貴重な自然に夢を馳せ、

訪れる観光客が増えている。 

 

２．失われつつある島の文化 

観光客の増加は島に大型企業、総合病院など資本

の参入をもたらして生活が豊かになった反面、森林

を破壊し、島民から文化を忘れさせようとしている。

屋久島には昔から山岳信仰があり、山の神様に里の

豊穣や家内安全を祈願することで、奥岳の木々を守

ってきた。具体的に示すと、宮之浦の住人は宮之浦

岳にはやたらに登らない。山に入るときには“ごめ

んなさい”と挨拶をする。岳参りと呼ばれる参詣登

山の時に部落の代表が奥岳からヤクシマシャクナゲ

の枝を採ってきて各家庭に配る。などがある。そし

て子供たちは山や川に出かけ、シイの実を採ったり

ウナギ釣りをしたり自然が遊びを育てていた。 

ツアーなどで大勢の観光客が島の固有の文化も知

らずに山に登り、貴重な植物を乱獲したことも固有

種が絶滅危惧種となり島民であってもシャクナゲの

採取ができなくなるという文化の継承を難しくする

原因の一つとなっている。 

 平地の都市化により川から生き物が姿を消し、メデ

ィアの発達で都会の生活が紹介されることで今の子供

たちは都会の子と同じように遊びといえば TVゲーム

で、自然に目を向けることが少なくなった。元営林所

の機関士だった笠井さんがガラッパ（河童）や火の玉

の話を表情豊かに語って下さった最後に“……今はも

うガラッパはいない”とおっしゃっていたのが印象的

だった。 

 

３．エコツアーの謎 

 自然を楽しむためのものであるはずのエコツアーに

も問題があるように思われる。ツアーガイドは稼ぐだ

け稼いで帰ってしまうというお金目的だけの人が多

く、屋久島のことを考えて活動している人は少ないそ

うだ。ガイドは島の文化や自然保護のことを考えない

で住民でさえ使わない登山道を案内し、その道の土を

踏み固めてしまっている。本当に自然を愛するものな

らば島の約束を守り、観光客に自然の尊さや保護の難

しさを問うのではないだろうか。 

 

 

 

図５ 現状はどうなっているのか 

 

Ｃ まとめ 

屋久島総合公園は理想と現実が噛み合っていないの

ではないだろうか。自然と人とのふれあいをテーマに

しながら森の開発をし、自然を人工的に作り変えてし

まっているため、園内の展示物は、どこか近づきがた

いものになっている。地域の人に愛される施設になる

には、まだ改善できる余地があるように思われる。 

 原生林の世界遺産登録は、島の知名度を上げ、新た

な産業を生んだが、島の文化と自然を切り離してしま

った。観光客誘致を考えると自然保護と開発とのバラ

ンスが取りにくく、島が今後どうなっていきたいかが、

見えてこない現状がある。 

 以上の記述は、ＫＪ法による図解（文末の資料）の

文章化である。ここでは、図５として、そのあらまし

を示した索引図を掲げておく。 

（吉川温子） 
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Ⅲ 島びとが眠っていたら島は沈む――観光の島屋久島

の問題点 

Ａ 沈みかけている島――自然・文化・観光 

鮮烈な魅力を持つ自然。世界遺産登録が行われたか

らというもの、これを利用した観光が屋久島では非常

に盛んである。しかしながら、この観光が、屋久島の

自然、さらにはそれと切っても切り離せない関係にあ

る屋久島の文化を破壊してきている。自然、文化が破

壊されてしまった屋久島には、『売り』とするものが

なくなってしまい、その結果観光までも崩壊、すると、

観光に頼ってしまっている屋久島の産業までもが崩壊

してしまう。このような構図に気付いた時、今のまま

では屋久島は沈んでしまう、そう言っても過言ではな

いように感じられた。 

 

Ｂ 島を沈ませてしまう問題の本質は？ 

１．観光のかかえる問題点 

観光のかかえる問題点は、観光客側の問題点と受け

入れ側としての島側の問題点の両面から考えられる。 

まず、観光客側の問題点としては、過剰な数の観光

客と、その一人ひとりの意識の低さだ。今や屋久島に

来る観光客は 1年に 25万人とも言われている。観光客

が屋久島の自然に与えるインパクトは、決して無視で

きない。多くの登山者に周囲を踏まれ土壌が流出し根

が露出、展望デッキを設けるしかなくなってしまった

縄文杉がそのいい例だ。また、屋久島には山岳信仰が

あり、奥岳には地元の人も滅多に立ち入らないのだが、

そのことを何も知らないまま、祈りもせずに山に登り

帰っていく人が大半だ。にも関わらず、一体旅行者の

どれ程が自分たちの負っている責任を自覚しているだ

ろうか。『エコツアー』の名称ばかりが先行している

が、ただ縄文杉を見に行くだけだとしたら、そのどこ

がエコと呼べるのだろう。ただ自分自身が満足してい

るだけならば、そんなものはエコツアーではなくてエ

ゴツアーだ。 

しかし、観光客側の問題点は、同時に受け入れ側と

しての島側の問題点として考えなくてはいけない。受

け入れ側の意識が変わることなく観光客の意識が変わ

ることは難しい。世界遺産登録がされて以来、島には

第三次産業従事者、いわば観光業で生活を立てる人が

増加した。観光客の山などへの立ち入りは無制限で、

観光目的（営利目的でもある）で節度無く自然が利用

されている。また、島の伝統的文化は、一部で大切に

守っていこうという働きかけはあるものの、島民の中

でさえ忘れ去られつつあり、ましてや観光客に理解し

てもらおうとする姿勢は無いに等しい。悲しいながら、

観光に依存してしまっている、観光客にこびてしまっ

ている、そんな島の現状が見える。 

 

２．観光だけでなく…… 

問題は観光問題だけにとどまらない。島の人が外部

から押し寄せて来る荒波に翻弄され、なすがままにな

ってしまっている現状は、様々な面で見られる。島を

金儲けの使い捨て材料としか見ない観光業者の流入と

島の自然と文化の破壊。観光客の増加に伴う消費の増

大で可能となった大規模店の流入と、それによる昔な

がらの商店の圧迫。島びとの理想に対する県、国の方

式の押し付け。そんな荒波だけではない。気付かれぬ

ままに押し寄せ、島の生活をがらりと変えようとして

いる波もある。それは、いわゆる「科学技術信仰」が

もたらした島びとの価値観の変化だ。ゆったりとした

時間の中で、自然と共に歩んでゆくような暮らしから、

便利・快適を求める「都会的」な暮らしへ。島の暮ら

しは着実に変化してきている。どちらの暮らしが島の

人びとの望みなのか。それはもちろん、私たちに決め

ることなどできない。しかし、外部からの荒波に島が

沈みかけていることに島の人びとが気付いていない

点、もしくは気付いていたとしても積極的な働きかけ

となって表れてきていない点は、問題だと言えるので

はないだろうか。外部の力に依存せずに何かをおこす

パワーが島には足りていない。例えば、若者がどんど

ん外へ出て島は過疎化しているが、若者の多くは職さ

えあれば島へ戻ってくるという。だが、よく考えてみ

ると、職が無いとしても自ら起業するくらいのパワー

があればなんら問題は無いのではないだろうか。事実、

島では時代の流れに上手にのった仕事も生まれ、成功

している例もあるのだから。島の人が島ならではのよ

さと、そのよさがさらされている危機に本当に気付い
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ていない今の状態は、島びとが眠っているようなもの

だ。 

以上の内容のＫＪ法による図解は文末に資料として

掲げる。ここでは、その索引図を図６として掲げた。 

（大久保実香）

 

図６ 結局なにが問題なのか 

 

 

Ⅳ 目覚めよ島びと！つくろう新しい島を 

 Ａ 構想計画 

この章では前の章で述べた本質追求によって把握し

た現在の屋久島のかかえる問題点をどのように解決し

ていくか、その構想を具体的に考えてみた。図７にそ

の概略を示す。 

 

図７ それではではどうすればいいのいか 

 

１． 島びとの意識改革の必要性 

 前章で述べられた現在島にある問題を解決していく

には何よりもまず島の人々が意識を変えていく必要が

あるのではないだろうか。もちろん島の自然や文化が

危機に瀕していることを認識することは重要である。

しかし、それだけでなく島の良さを島びと自身が再認

識することも大切であると考える。島の良さとは何だ

ろう。もちろん豊かな自然はそうだろう。さらにその

自然を敬い、恐れを持って接してきた伝統文化が屋久

島にはある。それにもっと目を向けるべきである。そ

のことによって島を守っていこうという意識がより強

いものになるのではないだろうか。 

  

２． 観光依存症から脱却し観光のあり方を変える 

前章で述べられているように屋久島に大きな変化を

もたらしたものは観光である。一つの側面は観光によ

る屋久島の自然・文化の破壊。もう一つの側面は観光

依存症である。このふたつの側面は複雑に絡み合って

いる。まず観光で儲けようと外部から企業がやってく

る。そしてその観光に携わって暮らしを立てる島びと

が増えていく。皮肉にも島びと自身が自然・文化の破

壊に加担してしまっているのである。この構造を打破

するには両方の側面を解決せねばならない。まず自然･

文化を破壊してしまう観光のあり方の再考である。そ

こで私たちは文化による観光の制御を提案する。先に

も述べたように屋久島には元来自然を敬い、恐れてき

た伝統文化がある。それを観光に取り入れるのである。

例えば神々の領域である山の利用に節度を持たせると

いったことや、エコツーリズムを再検討し自然･文化を

壊さない永続性のある観光を模索するなどである。も

う一つは観光依存症からの脱却である。その方法とし

て私たちは地域の特性を生かした観光以外の産業を新

たに興すことを提案する。具体的には漁業を再考し、

第１、１．５次産業を見直すことや、自分たちで新た

に仕事をつくること、つまり起業である。起業によっ

て魅力のある仕事ができれば島の若者を引き止めるこ

とも可能であろう。 

  

３． 地域から島の未来像についての共通のイメー

ジを発信 

そして未来に向けて島はどうあるべきか。屋久島発

で何か全国に発信できないだろうか。私たちはそう考
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えた。屋久島発の町づくり、例えば高齢者・ハンディ

のある人に配慮した町のモデルになれないだろうか。

しかし、これはバリアフリー施設の充実だけを謳った

ものではない。手を貸すことによるバリアフリー、つ

まり心そのもののバリアフリー化である。これはほん

の一例に過ぎない。環境教育の発信基地でもいいので

ある。何かを世間に訴えられる島、そういう島に屋久

島はなれる。 

 

Ｂ 屋久島総合自然公園の活性化へむけた具体策 

上述のように、屋久島の未来を作っていくためにこ

の屋久島総合自然公園を利用できないだろうかと私た

ちは考えた。ここに主な具体例を選んでおくが、議論

の過程で生まれた提案のすべてを、末尾に資料として

添付しておく。これらを民主的手法で評価し、具体的

にどれを選択し、今後の様々なプロジェクトのスケジ

ュールに乗せていくかは、島びと自身がとりくむべき

課題である。われわれは、多くの地元の方々の長期間

の準備とご協力があったとはいえ、わずか 1週間の滞

在の見聞に基づいてそのための材料の提供を試みた。 

・年配の方が島の子どもたちに島の伝統を伝えていく

場として（じいちゃん、ばあちゃんの活躍の場）。 

・観光協力費（入島税・入山税）で公園を運営する。 

・自然は素晴らしいだけでなく、壊されている現状を

伝える場として。生々しいことも隠さない。 

・ゴミの分別を紹介。廃油石けんを作って見せる。 

・島のものを島のひとが買える場所として。 

・昔の民家を再現する。 

・壊される民家を移築、風呂を五右衛門風呂にして温

泉利用。宿泊も。 

・観光客に「観光学習・環境学習」をしてもらう場と

して。 

・エコツアーガイド育成の場。 

（夫馬和寛） 

 

Ⅴ おわりに 

以上、KJ法により、現状把握、問題把握、具体策構

想を行い、最後に様々な提案を行った。今回の調査に

よって私たちがたどり着いた結論は、「もっと屋久島

の人々に、声をだしてもらいたい」というものだった。

この結論は、大きく分けて二つの意味を含んでいる。 

まず一つ目は、自然のすばらしさだけではなく、そ

の自然とかかわってきた、島の生活や文化というもの

を、もっと周りに知らせてほしい、ということだ。 

屋久島に来て海や山や植物を見ていると、普段は気

づかないような自然界のパワーに気づかされる。もち

ろん、原生林の迫力によって気づかされる部分もある

が、屋久島に来ると、何気ない自然にも目を配れるよ

うになる。そういった自然の多くは、誰の解説も必要

とせず、肌で感じることができるものである。 

しかし、その自然を形作ってきた、あるいは守って

きた人々の暮らしは、教えてもらうことなしにはなか

なか感じ取ることができない。今回の調査では、様々

な方のお話を聞く中で、その生活がいかに自然と結び

ついてきたのか、人と自然とのかかわりの豊かさ、厳

しさ、そして楽しさを感じることができた。このよう

な体験があってこそ、初めて屋久島の人々の歴史を知

ることができるのであり、屋久島を訪れた人々が、彼

らの自然とのかかわり方に思いをはせることができる

ようになるのではないかと考える。 

もう一つの意味は、屋久島がどのような島になって

いきたいのか、また、どのような島にはなってほしく

ないのか、ということについての考えを、もっと地元

の人たちが積極的に発信してほしい、ということであ

る。 

世界遺産登録の後、飛行機やフェリーの拡充も相ま

って、観光が屋久島に与える影響が大きなものとなっ

ている。観光によって潤う産業が出る一方で、生活の

基盤である屋久島の自然や文化に少なからぬ影響が及

ぼされている。もちろん、悪い影響ばかりであるとは

言えないが、守るべきものが壊されてしまっていると

いう面は重視しなければならないのではないだろう

か。観光や環境という言葉をキーワードにして島外か

らの注目が集まっている現状では、島の人々が主体的

に何らかの行動をおこし、意見を発信していかなけれ

ば、地元重視の変化を起こすのは難しいのではないか、

というのが私たちの持った感想だった。 

もちろん、外から来る人々が変わらなければならな
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い部分は大きい。しかしそのためには、島の人々がも

っともっと声を大にして、外からの人々に知らせてい

くということが重要になるのではないかということ

を、今回の私たちの調査の結論としたい。 

1週間という時間の中で、限りはあるけれども私たち

なりに感じたことを率直にまとめてみたのが今回のこ

のレポートです。この中から、少しでも屋久島の将来

に役立つことがあれば、と一同願っております。 

最後になりましたが、お忙しい中、私たちのために

時間を割いてお話をしてくださった、岩川文寛さん、

上勢頭芳徳さん、笠井林さん、木原幸治さん、柴鐵生

さん、塚田英和さん、中島繁安さん、永野憲一さん、

そして山本秀雄さんには、人と自然のかかわりコース

のメンバー一同、心よりお礼を申し上げます。ありが

とうございました。 

（浅尾真利子） 

 

資料 

屋久島総合自然公園の活性化へむけて 

――具体策の提言       2004年 8月 22日 

屋久島フィールドワーク講座人と自然班参加者 

 

第一部 島全体への具体的提案 

◎観光客優先でなく島びと優先で考えよう 

島の人にいいことは観光客にもいいはずだ 

（竹富島の経験。上頭勢芳徳さんのことばから） 

ふたたびトビウオがたくさんやってくる海をめざす

（飛魚招きの祭の復活）。 

◎屋久島を愛する人のためのネットワークづくり 

お金をはらわなくても会員になれるネットワーク。 

インターネット上に「屋久島ファンクラブ（仮称）」

をつくる。 

こんなことで困っていますという情報も発信してい

く。 

◎地元の人の，地元の人による，地元の人のための 

気づかれていない島の人の島を守る努力が見える形

に。 

祭での習慣は法律よりも優先されるべきである（岳ま

いりのシャクナゲ採りなど）。 

国や県の行政のシステムも地元の声が反映されるよう

になるべき。 

新しい時代にあった屋久島憲章を地元が制定する（高

校生の力も借りて）。 

◎島びとも島を知ろう 

日常の公民館活動を充実させて受け身からの脱却をは

かる。 

小中学生・高校生とともに島のお宝探しをする。 

集落マップを作り，お年寄りと歩く。 

◎もうひとつの未来のために 

島の未来を考える会 

環境にやさしい道路工法（のり面の工法やガードレー

ル）を見るツアー 

「島にこんなものは要りません」と日常的にいえる条

件づくり。 

 

第二部 総合自然公園のリニューアルにむけた提案 

◎民家野外博物館構想 

古い民家の移築。 

歴史民俗資料館の拡充。 

林業遺産の保存と展示。 

官舎払い下げ移築家屋。 

営林署の事業所跡を公開可能な形にする。 

移築家屋を維持・案内する組織をつくる。 

集落ごとの違い・よさを発見できる場。 

地元の人が昔を思い出して泊まれる施設に。 

古い民家で当時の生活を実体験。 

◎食文化を味わい屋久島 

木の実，葉っぱ，虫，フルーツ・・・触れて楽しめる

場。暮らしが自然とつながっていることを体験する。 

森の食文化，川の食文化の再発見の場。 

食べられる木の実やキノコや山菜などで山の幸料理教

室。 

売店を作り特産物を売る。 

レストランは当面作らない。 

自動販売機はおかない。 

屋久島型弁当箱の開発（デポジット制など）と普及の

場。 

◎屋久島の現在と未来の世代のために 
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川ガキ（＝川遊びをする子ども達）復活の場。 

島の行事の会場として。または新しい行事を作り，実

施する。 

絵や歌，俳句，書などの市民サークルの場と展示。お

年寄りもキラキラ活躍。 

アートの展覧会，講演会の場に。 

イベントは「ＯＯ講座」ばかりではなく，「川に出か

けよう！」とか。子どもも大人も喜ぶように。 

生涯学習の場として活用。 

昔の遊びが体験できる場に（木の実とりなど）。 

「山の学校」（兵頭さん主催）は，何度も参加してく

れる子どもがいるらしい。需要があるのでは。 

くり船で川を下る（人数制限あり）。 

川に魚を戻す会を開く。 

植物探し遊びができるコースを開く。 

石垣島では３つの光を見る「エコツアー」があった（ホ

タル，星，夜光虫）。それを参考にする。 

ホタル・星観察会。 

久保田杉など周りの自然にも触れられるように。 

屋久高校の環境コースの生徒の学びの場として。 

小中学校の総合学習の時間に利用。 

屋久島フィールドワーク講座の学びの場。 

普通の生活の中に公園がある，そんな感じ。 

山ん神祭の日に奥岳に入らずにみんなが楽しめる行事

をする場所として（日吉眞夫さんのアイデア）。 

屋久杉以外の伝統工芸の復活と創造（織物，鍛冶屋な

ど）。 

４号台風の爪痕をどう修復するか。３０年に一度はあ

る大洪水を視野に入れた公園。 

入場者数の予測が必要。 

川と森のつながりを持たせる。 

サクラ・ツツジ・サルスベリ・紅葉・アオモジなど花

見の場にする。 

お花見できるくらい見ごたえある花畑。 

◎自然保護 

保護の大変さを知ってもらう展示をする。 

観光客の責任を知ってもらう。 

観光協力費（入島税・入山税）で公園の経営をする。 

島の文化，自然との関わり。なぜ今まで自然が残って

きたか伝えられる場にする。 

自然破壊と闘ってきた葛藤を伝える場を作る。 

自然は素晴らしいだけでなく，壊されている現状を伝

える。生々しいことも隠さない。 

公園の周辺や屋久島の自然・文化の現状（危機）を知

ってもらえる場。 

見せる排水処理＝学びの場。 

ゴミの分別を紹介。廃油石けんを作って見せる。 

◎わかりやすい案内・説明 

公園とその周りの要所要所に案内や説明板を作る。 

休憩舎を利用しやすく。少なくとも利用案内をつける。 

自然公園をルートに組み込んだルートマップを作る。 

宣伝を効果的に！ 

パンフレットの改良。 

展示室に工夫。固有種・分布別に分類。 

並べるだけでなく，陳列に高さを付けて見やすく。 

五感で楽しめる場に（ハンディのある人も楽しめるの

では）。 

基礎知識がなくても楽しんで満足できるように植物の

配置や説明を工夫。 

入り口にあるビニールハウスはちょっと魅力的でない

ですね。来る人を引きつける工夫を。 

ガイド（地元のお年寄りなど）で来た人もガイドする

人も楽しめるように。 

来場者が自ら考えながら体感できるガイドツアー。 

色などを工夫した点字ブロックを付ける。 

◎公園へのアクセス 

スクールバスは利用できないか（行事などの時に限定

利用）。 

駐車スペースを地元用と観光客用に分ける。 

馬搬（観光用）トロッコ復活。 

人力車，自転車タクシー，ボンネットバス，電気自動

車，（隣のトトロの）ネコバスなど。 

◎もののやりとりを通して人が集まる場に 

朝市や無人市，フリーマーケット。 

物々交換の場に（蚤の市も良いのでは）。 

島のものを島の人が買える場所として。 

◎育成施設改造計画 

今ある植物育成施設をちゃんとした第１次産業へ。 
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シャクナゲの花をおしゃれにして「岳参りのおみやげ」

をセールスポイントに，花屋や土産物店で売る。 

島に新しく生まれた子ども達のために，木を植え毎年

そこで記念撮影をする。 

鉢に値段を示すだけでなく，種から開花までの年月と

手間を説明して買ってもらう。 

シャクナゲなどの夏越しは涼しい場所で。 

◎島びとの交流の場 

まずは島の人が集まる場所に（話し合いの場）。 

おじいちゃん，おばあちゃんを始め島の人がいきいき

とできる場（語り部，昔の民家の再現，民謡）。 

ボランティアを募り，住民参加型の公園にする。 

お茶やベンチを配置して，おじいちゃんやおばあちゃ

んがほっと一息つける場所に。 

屋久島に今後住みたいと考えている外の人との交流の

場（嫁・ムコ探しも）。 

中島繁安さんや柴鐵生さんなどなどいろんな人の話を

聞ける，屋久島の自然の歴史を知れる場に。 

町役場機能の一部をおく。 

島の人の島への愛，結束を深める場。 

◎新しいエコツアー 

ガイドが集まり勉強や話し合いをする場。 

登山帰りの人が立ち寄る場。 

観光客に「観光学習」をしてもらう場。 

観光のあり方を考える場（ガイド育成の場）。 

ここによってから奥岳に登ってください（山との屋久

島流のつきあい方を教えるエコツアーの出発点）。 

屋久島発の島づくりの手本を外の人に教える場に。 

農家体験，ホームステイ。何年かに一度来るだけでも

いい。 

観光客に必ず島のカミにあいさつをする習慣を紹介す

る。 

◎信仰やカミ 

山のカミ，水のカミへの信仰を取り戻せる場。 

ガラッパなど神話・民話の継承。「昔はここに出た」

から昔のその場所の様子と現在ある状態を知ること

ができる。 

神々の住める場に。 

カミの存在を知らせる，森の文化を感じてもらう。 

周りの山々に住むカミについて知ることができるよう

に。 

文化の再認識の場，継承の場（お年寄りと子どもが一

緒に遊べる）。 

屋久島の新しい文化を創造する場。 

◎命の洗濯の場・湯の川の復活 

壊される民家を移築，風呂を五右衛門風呂にして温泉

利用。宿泊も。 

昔の湯治場の再現。合成洗剤は禁止。 

お年寄りが集えるデイケア的湯治場に。 

「湯の川温泉では，子どもも年寄りもすべての人が平

等だった（中島繁安さん）」という歴史を生かす。 

島の人の安らぎの場として。心と体の癒しの場。 

足湯浴場を作って，子どもから年寄りまで遊べるよう

にする。 

夏は冷泉のまま利用することも考える 。                    

◎観光の新しいルールづくり 

観光客に自然・文化の大切さをおみやげにしてもらう。 

入山規制（人数制限）をつくれ！ 

船，フェリー，飛行機の中でもっと上手に人々を教育

する（学習してもらう）。 

観光業全体にエゴツアー度（もうけ主義、自分中心、

あとのことは考えないなど）認定チェックをかける。 

観光客のルールをつくり，それが守れない人は「来島

されなくていいです」くらいの気持ちに。 

◎新しい産業を興す 

島の野菜を島で食べる。家で作った野菜を売りに出せ

るミニ市場をつくる（地産地消 ）。 

民宿や食堂で使う野菜は誰が作っているのでしょう。

農業と観光をリンクする。 

ぽんかん・たんかん以外の特産と言える農作物を作る

（気候を生かして）。 

 

 

 

 

 

 

 



観光

世界遺産化の
もたらしたもの

あこがれの

こわす？

このままでは崩壊するかも？

利用している

壊
破

ギャップ

ギャップ

R2)屋久島の人と自然の宝物 荒波の中での継承への努力
作成日：2004.8.20
場　所：屋久島一湊
情報源：屋久島FW講座人と自然班
作成者：浅尾・大久保・夫馬・吉川・小島・上勢頭・安渓×２

外からの荒波に沈みかけている島独自の自然
と文化
都市化・合理化・科学技術信仰の波にの
みこまれそうな屋久島の自然と文化

島と島の暮らしを守ってきた地元の営みが忘れ去ら
れようとしている　

屋久島にいると気づく野生の自然
の力と循環の仕組み

環境重視の時代の流
れに上手にのった仕
事が生まれている

自然公園の理想と現実のギャップは大きい

島を守る不断の努力がきちん
と知られていない

人間に飼い慣らされない屋久島の自然
の力

自然公園は全体計画やテーマが見えず，まわりの環境や
地元になじんでいない

屋久島には伝統的な生活・文化
を伝える人や資料が少ないなが
らもある

人間にコン
トロールさ
れていない
，され得な
い自然の脅
威と魅力

屋久島に来ると身近なもの
から壮大なものまでいきい
きとした自然の力を感じる

人と自然が深く関わるゆったりと
した生活・文化を今もいきいきと
伝えている地元の人がいる

島の環境と生活の都市化により，生物も妖怪も
絶滅の危機に

自然公園は見せ方に工夫が必要。
温泉と付属施設の問題も多い

環境という新しい価値
が地元に徐々に浸透し
つつあり雇用も産みだ
している

町の長年の努力にもかかわらず
，自然公園と周りの自然との調
和はまだ達成されていない

屋久島のことを真剣に考え行
動している人たちがいるがな
かなか実を結ばない

温泉とその付属
施設の現状は将
来の発展のため
にはまだまだ不
十分な面が多い

生物や妖怪が生き延びられる恐ろ
しいような環境がどんどん少なく
なってきている

シダやコケの生命力・鮮や
かな虹。屋久島に来て気づ
く自然の鮮烈な魅力

人と自然が深くかかわる生活を今も続
けている地元の人がいる

自然公園の展示
室の説明やパン
フには一貫した
テーマと効果的
説明がない

自然公園とい
いながら周り
の自然と調和
しきれていな
い景観が生み
出す不響和音

島民の声や参加を求める姿勢はあ
るが実現はなかなか難しいようだ

屋久島の魅力は屋久島らしい建物や時
間の流れにあると感じている島民がい
る

環境保護の歴史と努力がある
のに気づかれておらず，示さ
れてもいない

現場で五感を駆使し
て楽しめるように良
質のサービスを提供
しているフルーツガ
ーデン

思わずはっとさせられる壮
大な自然や身近な小さい自
然の表情の魅力

都会的な暮ら
しにあこがれ
る島民もいる

公園のために多
額の費用や努力
がつぎ込まれた
が採算はとれて
いない

地元の人たちの
歴史ある祈りの
場がある。

温泉施設の復活
には未解決の課
題が山積み

地元の森を大切にという
新しい価値観が，林業に
新しい仕事を作り出す

総合公園の展示
室は植物の説明
があるものの体
系的な分類，効
果的な説明がさ
れていない

宮之浦事業所での仕事，生活の
様子がわかる資料

屋久島のことを真剣に考えている
地元の人たちがいる

町の努力　分別と地域内
循環がちゃんと見える。
ゴミ処理

里には今も自然
を生かす技が生
きている。鰻釣
り，ヨモギ摘み
，カカラ採りが
できる

自然に親しみ食べて楽し
める。よく工夫されたフ
ルーツ・ガーデン

種から花が咲く
まで１２年。手
間がかかる割に
安すぎる値段で
売られている

短い時間でも上手にガイ
ドをするとわかりやすい

自然が変わり，町の生物や妖怪が
いなくなった

台風４号の力が一目で
わかる壊れたボードウ
ォーク              

宮之浦事業所の鍛冶屋
さんの日記が出てきた

地元の木で家を作ると
いうポスター        

森の中の牛床詣所は異
次元空間・祈りの場  

人々の祈りの場があっ
た益救神社・牛床詣所

中間の村の中にあるガ
ジュマルは６００歳！

着生植物・地衣類・コ
ケ……のパワー      

何を見せたいのかわか
らない屋久島自然総合
公園のパンフ        

自然総合公園では植物
の効果的な説明がされ
ていない            

種から育てて１２年。
花を咲かせて今売ろう
としている。        

食べる前の実のなる木
を見ることができるフ
ルーツガーデン      

自然を生かしたオシャ
レのあるフルーツガー
デン                

シカもサルも植物もそ
のまんまだからいい（
西部林道）          

真剣に故郷の島の未来
を考え悩んでいる町の
職員（Ｋさん３４歳）

”神秘の島屋久島”へ
の期待を乗せて僕のフ
ェリーは走る        

来てみたら里・文化も
すばらしい・面白い  

ガイドがいるとわかり
やすい。思わず「へぇ
ー」と感心          

雑然と並べてあるだけ
にしか見えない植物の
展示                

気づかれていないけれ
ど「環境に配慮した」
道路づくりの展示場に

屋久島の自然を熱く楽
しげに語る岩川文寛さ
ん                  

シャクナゲの値段、手
間がかかるわりに安す
ぎる。採算とれるの？

自然公園にゴルフ場の
ような芝生があるのに
違和感              

屋久島では山と海のつ
ながりを実感できる。
（例）①山の岩と海の

自然公園で鹿よけのフ
ェンスが目についた  

屋久島でも子どもはフ
ァミコン。川ガキは絶
滅寸前か（塚田さんの

廃油から石鹸生ゴミか
ら堆肥              

屋久島高校の生徒にゴ
ミの分別を教えてもら
いました            

屋久島は時間の流れが
違うことを感じて欲し
い（塚田さんの話）（

自然保護の歴史を伝え
るものが形になってい
ない（木原さんの話）

スローライフという理
想と自然公園の経営を
考えるという矛盾（塚

昔は小さな湯治場だっ
た（永野さんの話）  

いい冷泉水だが量は少
なめ排水処理は未解決

昔は火の玉など出るも
のも出た（大牟田さん
）                  

自然公園の前は杉の人
工林で木の下はガッパ
草（ドクダミ）の原だ

今もウナギつり、ヨモ
ギつみ、カカラとり（
笠井さんの話）      

川に芦原がなくなり、
魚が少なくなった（永
野さんの話）        

研究者の人が貴重な植
物を減らしている……
ということもあるか？

林業縮小の後も世界遺
産登録のおかげで営林
署にも保護の仕事があ

森の中で人々が働いて
いた証拠の写真が残っ
ている              

２０分という絶妙な時
間でガイドする      

コケや小さな植物で，
石にも表情がある自然
公園                

自然公園関連ではこれ
まですでに１９億円が

夜は泊まれない休憩舎
。利用案内もありませ
んでした。          

ガラッパはもういない
（笠井さん）        

カメラにしっかりうつ
る虹が出ている      

利用者の意見を聞く箱
をもうけている楠川温
泉                  

島民向けの生涯学習。
どのくらい参加者があ
るのだろう          

島に新しいりっぱな建
物ができても興味がな
いという岩川文寛さん

「まんてんの里」の看
板が島中いたるところ
に！！              

かすむ山並みからきれ
いな水が流れてくる風
景が自然公園の近くに



客の問題

受け入れ側
の問題

R3)観光の島屋久島の問題点 島びとが眠っていたら島は沈む

作成日：2004.8.21
場　所：屋久島一湊
情報源：屋久島FW講座人と自然班
作成者：屋久島FW講座人と自然班

いつまで寝てるの？島の人よ目覚めよ！

外部の力に翻弄される島びとの本音が
見えない

エコツアーをは
じめとする観光
のかかえる問題
点

外からの荒波になすがままになっている

島の人たちは何を考えているのか

島びとのさまざま
なニーズに対応し
きれていない

島は誰のものか？ここ
に骨を埋める気もない
者に地の者としての権
利を認めるべきなのか

自然の中に入っていく
ことで，自らも破壊に
加担している観光客が
責任を自覚していない

節度のない山の利用（
入りすぎ。あまり人が
入らなかった場所にま
で入り込む）        

エコツアーの名前が先
走り，「普通の観光と
は違うのよ！」と思う
だけで罪悪感が減る？

自然を利用した観光で
自然が壊され，文化ま
でも壊されつつある  

島の人は自分たちの自
然と文化が危機に瀕し
ていることに気づいて
いるのか            

県や国の方式が押しつ
けられることで，地元
の夢が実現しない    

大手の観光業者，企業
，大型スーパーが入っ
て地元の商店が衰退  

高齢者やハンディのあ
る人のことがあまり考
えられていない（自然
公園）              

若者は職があれば帰っ
てくるだろう。しかし
島での就職は厳しい状
況                  

世界遺産になった頃か
らサービス業で生活し
ていく島になっていっ
た                  

観光客が増えて大規模
店が成立する基盤がで
きてしまい消費の島に

島人に意思表明の場に
参加してもらうことが
難しい              



ひとりひとりが大切

つくる

R4) 構想計画 目覚めよ島びと！つくろう新しい島を

作成日：2004.8.22
場　所：屋久島一湊
情報源：FW講座人と自然班
作成者：FW講座人と自然班

観光の楽しませ方・
楽しみ方を自ら再点
検する（観光学習の
模索）

目覚めよ島びと！　新しい島づくりの
ために

地域特性を生かした観光以外の産業
を新たに興す

観光客の自覚と受け入
れ側の節度が必要

素晴らしい自然と文化の危機を島びと自身
が再認識　

永続性のある観光のあ
り方を模索（エゴツー
リズム認定制度を）

観光客が自らの責任を
自覚できるように    

エコツーリズムの再検
討                  

第１～１．５次産業を
みなおそう          

山の利用に節度を    
（特に神々の領域の奥
岳部分）            

自然・文化を壊さない
観光を              

島の良さを島びと自身
が再確認しよう      

島の自然と文化が危機
的な状況にあることを
認識することが必要  

起業しよう！仕事を作
ろう！              

高齢者・ハンディのあ
る人に配慮したまちづ
くり                

受け身の考え方から自
立した考え方へ      

自然のすばらしさだけ
でなく「恐ろしさ」も
認識できる屋久島に  

祭での習慣は法律より
も優先（岳まいりのシ
ャクナゲ採り。大事な
祭には休校）        

島びとにとっていいも
のは観光客にもいいは
ず。                
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付記・「地域に役立つ」テーマ選択を決意するまでと

活動のあらまし        安渓貴子・安渓遊地 

 

迷いと決断 

 私たちが人と自然班の講師をお引き受けして以来、

たいてい廃村調査を含む実習をくみたててきました。

これは、参加者のみなさんがひょっとしてもっておら

れるかしれない、次のような民俗調査のイメージを打

ち砕くためでした。それは、縁側で梅こぶ茶などをす

すりながら、のんびりお年寄りを話を聞き、それをま

とめてレポートにする、というようなイメージです。

西部林道の半山や川原の急斜面を上り下りした１回目

から、２回目はアフリカ行きのために京都精華大の澤

田昌人さんにお願いして休みましたが、３回目はアフ

リカから４人のお客さんを迎えてにぎやかに交流し、

４回目は小杉谷、５回目は石塚の集落跡の研究をしま

した。ほぼ毎回「直接何かの役には立たない調査」の

経験をしていただいてきたことになります。「役に立

たない」というとけげんに思われるかも知れませんが、

これは「ただちに屋久島という地域にとっての社会的

な意味をもつとは限らない」、というほどの意味です。 

 ところが、2004年の 1月末に京都で第６回のための

相談をもった時に、町の担当の木原さんから宮之浦川

の上流の「総合自然公園計画」を題材に実習を組んで

もらえないか、という強い希望が出されました。 

 地域の声に耳を傾け、屋久島の自然の中で、どのよ

うな公園計画がありうるのかを考える。屋久島ははじ

めての学生たちとわずか１週間で、どこまでまとめら

れるでしょうか。西表島で、地域の産業を無農薬米の

産直で活性化するというアイデアを出したばかりに、

ボランティアの営業部長を何年もつとめることになっ

た重い経験も頭の中を去来しました。それでも、私た

ちは迷い、悩んだ末に、お引き受けしてみることにし

ました。 

 そうなると、受講生への小論文課題もいつもとはだ

いぶ変わって、説得力や論理性を問うものにせざるを

得ません。次に示すのが、まず考えた課題です。 

 

問Ａ 

 屋久島の北側に自然や文化についての「公園のよう

なもの」を新たに作ろうという構想が地元にあると

します。 

 １）どのような計画の「公園のようなもの」をどこ

につくるべきか、あなたが独自に設定し、１００字

から２００字程度で、その計画の概要を分かりやす

く説明してください。 

 ２）この計画が具体化すると環境や地域社会にどの

ような影響をおよぼすかを事前に評価する時に、あ

なたは何を重視しますか。地域の人たちがなるべく

具体的にイメージできるようにわかりやすく述べて

ください。 

 

 しかし、「屋久島のためにはそんな計画はいらない

よ」という声も入っていた方が多様性を確保する意味

では大切かもしれないと考えて、必ずしも問Ａの反対

ではないのですが、もう一つの課題も選べるようにし

てみました。 

 

問Ｂ 

 屋久島に自然や文化についての「公園のようなもの」

を新たに作ろうという構想が地元にあるとします。

しかし、あなたは、屋久島においては、今後「公園

のようなもの」をあらたに造る必要はない、と考え

ているとします。 

 １）屋久島には「公園のようなもの」を始めとして、

人工的な施設はこれ以上必要ない、というあなたの

考えを、地元の人たちが受け入れられるように、あ

なたがそのように考える理由を１００字から２００

字程度でわかりやすく説明してください。 

 ２）「公園のようなもの」を始めとして、人間によ

る開発行為を止めた屋久島をイメージし、そのよう

な決断をして××年（自由に設定してください）を

経た屋久島の自然や地域社会の姿を述べてくださ

い。 

  

 寄せられた応募書類からメンバー4人を選びました。

いつもは、みずみずしい感性を最優先して選んでいる

のですが、今回はそれだけでなく、実務的な能力や経
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験も加味して選考し、大学院生にも加わってもらうこ

とにしました。屋久島高校からの参加者を期待しまし

たが、残念ながらことしは希望者がありませんでした。 

 

事前準備 

「橋とか大型リゾートとか、そんなものは島にはい

らないね」ということを言い続けて、多くの観光客を

受け入れながらも観光に荒らされない町並みを保全し

て島を守る原動力となってきた、沖縄県竹富島の上勢

頭芳徳さんに、その経験を屋久島に伝えていただきた

い、とチューターをお願いすることにしました。 

5月には、「総合自然公園」予定地のあたりの昔の姿

をご存じの方はおられないだろうか、と木原さんにメ

ールでお願いし、5人の話者を紹介していただきまし

た。 

同じく 5月に、山口県の地元で大学生や高校生が町

おこしに参加する取り組みの準備が始まり、私たちも

学生や卒業生とともに参画しはじめました。山口市に

隣接する徳地町で「めざせ！徳地づくり達人☆塾」と

いう住民参加のワークショップを 6月から 2005年 2月

の間に 10回もよおすことになり、フィールドワークも

丸３日間実施しました。この時に学んだ「地域のお宝

カードづくり」の手法を屋久島でのフィールドワーク

に使わせていただくことになりました。 

フィールドワークでの見聞や討議の内容をきちんと

説得力のあるものにまとめあげるために、本腰を入れ

てＫＪ法を使うことにしました。１９７０年代に移動

大学運動の中で私たちが川喜田二郎先生から教わった

ころは、もっぱら模造紙とラベルでしたが、作業の効

率化のために今回はＫＪ法がパソコン上でできるソフ

トウェアとプロジェクターも併用することにしまし

た。あらかじめＫＪ法用のラベル、フェルトペンなど

を屋久島に郵送し、模造紙は現地で購入しました。 

本番 

 一湊の青少年研修センターに全員が集う 1日目。朝

のうちに問題の総合運動公園の場所を見学しました。

夕食のあと 1時間半の初ミーティングをもちました。 

ＯＢ・ＯＧのボランティアスタッフとして、以前に

人と自然班のメンバーだった小島佳奈さんが来て下さ

ったので、ご本人の希望を聞いて昼間手すきの時には

人と自然班に同行していただくことにしました。 

 人間相手のフィールドワークは、サルや植物のフィ

ールドワークとは根本的に違うところがあります。そ

のことを伝えるために、安渓遊地が書いた「される側

の声――聞き書き調査地被害」（安渓遊地・貴子、2000

『島からのことづて』葦書房）を配布して、要点を説

明します。1)予約なしに当日いきなり行って話をして

くれということは相手にとって大きな迷惑。2)一言で

もお話を聞いたら、お礼状を出すこと。3)写真を撮ら

せていただいたら、せめて 1枚は、たとえどんなにピ

ンぼけでもお送りすること。4)あとで報告書の写しを

お送りすること。人と自然班では、最低この 4つを厳

守することを伝えました。上勢頭さんが、竹富島での

目にあまる研究者・学生のふるまいの例について実感

のこもる補足をしてくださいました。 

 予約なしの訪問はいけない、と言った手前、全８日

間のおおまかなスケジュールを考えて、参加者に配布

しました。 

 

人と自然班の活動予定 

 １日目。17時開校式・夕食後自己紹介と問題の探索。 

 ２日目。終日予備的な広域調査。 

 ３日目。聞き取り① 現地調査・現地泊。 

４日目。午前、聞き取り② 午後、聞き取り③ 

５日目。午前、まとめ① 午後、追加調査。 

６日目。午前、まとめ② 午後、公開講座に参加。 

７日目。終日まとめ③ 夕方、発表会・閉校式・宴。 

８日目。関係者へのお礼状書き。朝食・掃除・解散。 

  

半日単位のおおざっぱなものですが、調査をしない

でまとめる時間をまる２日とりました。例年、フィー

ルドワークを詰め込みすぎて、まとめや味わいの時間

が足らず消化不良になるきらいがあることへの反省も

ありました。ここには書いてありませんが、毎晩夕食

後は 3時間ほどかけてその日の見聞のまとめはするの

です。なんとしても形のあるものをまとめて、地域の

みなさんにお渡ししたいということで、肉体的にも精

神的にもかなりの負担を強いる形になったことは、上
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勢頭さんの感想にある通りです。この日の夜は「屋久

島入門」の講義を木原さんがパワーポイントを使って

して下さいました。これから毎晩、欠かすことなく木

原さんが夜のまとめに参加して下さったのでした。 

しかし、訪問先の事前予約はなかなか困難な問題で、

木原さんのご尽力にもかかわらず、前日まで具体的な

訪問先が決まらないこともありました。予約はできれ

ば直接ご挨拶した方がよいのですが、レンタカーに乗

り込んで全員で移動していますので、なかなかその時

間がとれず、夕食の前後と朝の出発前の時間帯に電話

をかけるということが主でした。 

 翌日からの活動を具体的に追っておきます。 

 

8月17日 

午前中、宮之浦の役場前にある上屋久町歴史民俗資

料館を見学。山本秀雄館長さんのご配慮で、総合運動

公園計画のゆりかご時代からの経緯をご存じの塚田英

和さん（町総務課）のお話をうかがい、資料をお借り

しました。神々のつどう奥山にまで入らないでも人間

が楽しめる場を作ろうというのがもともとの計画の出

発点であったことを知りました。 

午後は、個人経営の公園として成功している屋久町

中間にある熱帯果樹園「フルーツガーデン」を見学し

ました。年間5万人もの人を受け入れ、満足を与えるサ

ービスとは、ということを実地に体験させてもらうこ

とができました。植物が好きでたまらないオーナーの

岩川文寛さんのお話をうかがい、研究者たちの協力で

作った1000種を優にこえる植物目録をいただきました

。このあと、時間がなくなってきたので、総合運動公

園予定地にある温泉の活用法を考えるため尾之間温泉

に入る予定を変更してそのまま西に進み、西部林道見

学コースをとって島を一周して宿舎にもどりました。 

山口県徳地町でのフィールドワークにならって「屋

久のお宝カード」という台紙をつくり、デジタルカメ

ラの映像をその日のうちにプリントアウトして貼り付

け、できるだけその日のうちに、おそくとも翌日まで

に説明をつける、という形で時間差の少ない資料作成

につとめました。このための、人と自然班が専用で使

えるプリンターや印刷用上質紙等はあらかじめ郵送し

ておきました。 

 

8月18日 

宮之浦の永野憲一さんのお話をうかがえることにな

りました。総合運動公園の上流にあった営林署で長く

鍛冶屋として働かれた経験を具体的に聞くことができ

ました。 

午後は、宮之浦・総合自然公園見学と宿泊です。は

じめに、牛床詣所を訪ねて、山に入る挨拶をしました

。当初の計画ではキャンプでしたが、天気が荒れ模様

なので、公園内の集会所を借りることにしました。奥

様からの差し入れをもって木原さんも共に泊まってく

ださり、滋賀県立大学の黒田末寿さんも加わってくだ

さいました。 

 

8月19日 

午前中、営林署の機関士であった笠井林さんのお話

をうかがいました。午後、当初の公園計画の全容を知

るために、上流部の営林署跡地探索をしましたが、小

学校の跡などを見つけ出すことはできませんでした。 

 

8月20日 

総合自然公園の現地をみた経験を中心に、ひとり数

枚の「お宝カード」を各人が選び、ききとりの結果も

加えて、ＫＪ法でまとめるための元になるラベル書き

をして、現状把握の図解づくりをしました。3時に永田

の柴鐵生さんが潮たきをしておられる現場にお訪ねし

て、お話を聞きました。最年少のメンバーの大久保実

香さんは、この講座の直前の１ヶ月をウミガメ保護の

ボランティアとして活動していて、すでに柴さんの潮

たきにも参加した経験がありました。 

 

8月21日 

午前中は、前日の現状把握図解をもとに、問題点を

指摘する本質追究のラベル出しと図解化。午後、総合

運動公園で公開講座。湯本貴和さん（地球研）による

植物のくらしぶりのガイドのあと、三人の講師の方の

お話。上勢頭芳徳さんは、竹富島の事例報告。中島繁

安さんは、湯の川（ゆのこ）に湯治場があったころの
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なつかしいお話。山本秀雄さんのお話は、屋久島を表

す文字が実に多彩だったことのあたりで時間切れにな

ってしまい、申し訳ないことでした。 

 

8月22日 

問題点がわかったら、それを裏返せばそのまま構想

計画になるので、ラベル出しと図解化。ひきつづき、

具体策の案を多数ブレーンストーミング。さらに、パ

ワーポイントの資料をつくって、なんとか夕方の発表

会・閉校式に間に合わせることができたのでした。 

 

 フィールドワークしながら考えてきたことを学生さ

んたちとともにＫＪ法でまとめ上げていくなかで、思

いもよらない相互関係に気づくといった発見がありま

した。毎日、夕食後のまとめには木原幸治さんが欠か

さず参加してくださり、必要に応じて発言や情報提供

をするなど、私たちをさまざまな形で支えてください

ました。別の班に参加していた地元の高校生たちの遠

慮がちの、しかし決然とした発言も、地の者とは何を

指すのか、を考えるにあたっての重要な示唆となりま

した。 

フィールドワークとＫＪ法によるまとめの成果はた

くさんの「屋久のお宝カード」と現状把握・本質追究

・構想計画の3枚の図解となり、分担して文章化した報

告となっています。お宝カードについては、上屋久町

の環境政策課に寄贈することにしています。 

来年度以降、人と自然班のように文科系の要素を含

む班を担当される方々のご参考になればとややていね

いに、その裏方の状況を記してみました。 

最後に、話しあいの中で印象に残った言葉をいくつ

か引用して結びといたします。 

「自然と文化についての知識が自分のものとなっ

て，愛情に裏付けられて行動に表れる。」 

「頭と心と体がしなやかに連携して動く。これぞ『島

びと』。 

「島だからわかりやすい。自分の地元で動くための

勉強をさせていただく場としての屋久島なのだ。」 

「島で学んだことは世界に通用する。」 

 

参加者の感想 

地域を愛し「地の者」として生きる――屋久島フィー

ルドワーク講座を終えて        大久保実香 

 

ぐわぉー。8月 24日、朝。私を乗せた屋久島発鹿児

島行きの飛行機が、轟音を上げ滑走路を走り始めた。

どんどん加速する。周りのものを何もかも振り切って、

耳の痛くなるような不協和音をたてて、突き進んでゆ

く。喉の奥がぎゅうっと締め付けられて、涙がぼろぼ

ろ落ちた。屋久島にこんな速度があったなんて。 

屋久島での何気ない日々の出来事と出会った人々の

言葉が、頭の中に蘇れば蘇る程、せつなかった。「屋

久島では、時間の流れが違う。まずそのことを理解し

てほしい。」という塚田さんの言葉。「100年後、200

年後は、屋久島はだめになっていることだろう。でも、

それからさらに 300年もたてば、また豊かな自然のい

い森ができていると思う。」という柴さんの言葉。生

きてきた長さが想像できないような大木の数々。コケ

のしっとりとした青で覆いつくされた山奥の石碑。刻

一刻と海の色が変わるのを、ただずっと眺めていた時

間。海水が塩になってゆくのを待つ間の、ゆったりと

した心。出会った人みんなと「こんにちは」をかわす

のが当たり前になっていた生活。出かけることなんて

滅多に無いし、テレビもラジオも新聞もないけれど、

毎日いろんなことがあって、いつも笑っていたこと。

わたしが肌で感じてきた、屋久島の時間の流れ。 

でも、飛行機の中で、今こうして感じているのも、

同じ屋久島の時間の流れ。もう手遅れだ。この島にこ

んな速さが生まれた瞬間から、島の運命は決まってし

まっていたんだ。展望デッキの上の大勢の人に取り囲

まれていた縄文杉、「生水は飲めません」と書かれた

看板、大型スーパー流入の陰で失われつつある地元の

商店。これも、私が感じてきた、屋久島の真実。この

一週間、私達なりに真剣に考えてきて、豊かであると

しか考えていなかった屋久島の自然や伝統的文化が外

からの流れに沈みかけているという現実に突き当たっ

た。でも、本当は、「沈みかけている」なんていう生

やさしいものではなかったのだ。この島が沈むのは時

間の問題。もうどうしようもない。始まってしまった
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流れを止めることはできない。そんな思いは拭い去れ

るものなら拭い去りたかった。けれど、時速数百キロ

で走る飛行機の中、どうしてもできなかった。 

地元ならではのことを大切にした伝統的暮らしと、

世界中どこでも均一な都会的な暮らし。どちらの暮ら

しが「よい」かを決めることなどできないのはわかっ

ている。正直に言えば、屋久島にいる間、24時間営業

のコンビニがあればなぁと思ったことが無いわけでは

ない。でも、たくさんの場面で、“ある”がために気

付けないでいる、“ない”ことのよさに触れることが

できたのも事実だ。屋久島に、屋久島の時間の流れが

なくなってしまう……。それは嫌だった。 

昼過ぎにはもう、私の実家がある千葉県流山市に着

いていた。中学２年で引っ越してきて、高校３年まで

の５年間を過ごした町。分譲住宅地が今も次々と新築

されている、典型的なベッドタウン。新しく「つくば

エクスプレス」という電車が開通するため、わずかに

残っていた森もなくなりつつある。次の日、たまたま

いつもと同じように町をぶらぶらしていたら、今まで

目にとまることのなかったものにたくさん出会った。

古い家屋や神社、立派な玉葱畑、小さな商店。５年も

住んだこの町に、この町らしさがあったことに気付い

たのは初めてだった。私はこれまで、この町に愛情を

持ったことがただの一度も無かった。田舎とも都会と

もいえないどっちつかずの雰囲気が好きになれず、い

つか出て行く場としか考えていなかった。しかし、私

はこの町を知ろうとしたことがあっただろうか、好き

になろうとしたことがあっただろうか。屋久島に屋久

島の自然と文化があるのと同様、ここにもここの自然

と文化があるという、ごく当たり前のことに初めて気

付いた。そして、私の生活がそれらの破壊という犠牲

の上に成り立っていることにも、私のすぐそばで今日

もそれらが破壊され続けていることにも、初めて気付

いた。今住んでいる茨城県つくば市にしても同じこと。

つくば研究学園都市は、まさに科学技術推進のため『近

代的』に建設された場だ。しかし、そこにもまた、切

り捨てられてきたその土地ならではの自然と文化があ

る。屋久島のように研究対象や世界遺産として、外か

ら価値を見出されることもないだけで。 

伝統がないがしろにされ、人びとの暮らしが『都会

的』になる流れが止められない。屋久島だけの話でも、

ボルネオのジャングルやその他世界の「自然が残って

いる」とか「野生生物の宝庫」とかとされている場所

だけの話でも、決してない。日本中、世界中で、今も

ひっそりと同じことがおこっているし、おこってきた

結果があちこちに転がっている。神も、伝統文化も、

自然も、何もかも、誰からも価値を見出されぬままい

つの間にかに消え去っていく。私たちが直面した問題

はどれも、屋久島だったから実感できたというだけ。

今までもごく身近にあったのに、気付いていなかった

に過ぎないのだ。 

私たちは、超都会的な場と、自然を残す場と、両極

を地球の中につくろうとしてはいまいか。屋久島が守

るべき世界“遺産”となった、とは、裏返せば、他は

全世界同じ画一的な流れにのるのが当然であるという

こと。全体としては合理性、利便性、世界共通を求め

る一方で、特定の人びとにだけ地元ならではのこと、

伝統、文化、自然の大切さを認めることを強いている

ようなものだ。それではうまくいかないことは、屋久

島で痛いほどわかってしまった。『ひとが何を大切に

したいか』『幸せとは何か』はじめから考えなおさな

くては。島の人に島のよさを見つめなおしてほしいと

感じたならば、私も私の暮らす地域のよさを見つめな

おさなければならない。そこにいる人がその地域を愛

する。その大切さに今まで気付かずにいた。たとえ一

時の住まいだとしても、少なくとも住んでいる間はそ

の場ならではの地元のよさを知り、その地域を愛し、

「地の者」として生きる。真に屋久島を守るために必

要なのは、島びとの価値観の変化だけではない。地球

上に住む私たち一人ひとりの価値観の変化が必要なの

だ。そこにしかない小さなことを大切に、という気持

ち。それを持たずに合理化、見た目上の利便性を幸せ

とするのであれば、屋久島にしても、他の世界遺産の

ような場所にしても、都会で暮らす人の観光地なり次

第に俗化されついには消費されつくしてしまうだけ。

私たちが今本当に直面しているのは、決して屋久島の

ような場所だけの問題ではない。もっと身近にある問

題だということに一人ひとりが気付かなければいけな
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いのだ。 

屋久島での生活とフィールドワーク講座を通じ、今

まで出会ったものの見え方も、これから出会うものの

見え方も、随分変わったのではないかと感じている。

ひとつ古い殻を脱ぎ捨てて、いま、まだふやふやのま

まの新しい自分でいるような、そんな気持ち。普段の

生活に戻り、様々な点で疑問を感じずにはいられない

自分がいる。こうした疑問や矛盾を、見てみぬ振りせ

ず、しっかりと見据え、自分なりに行動していくこと

ができたなら……。 

屋久島でのすべての出会いに対しての恩返しとし

て。 

 

みんな違ってみんな変          吉川温子 

 

この講座で学んだ言葉があります。それは“みんな

違ってみんな変”です。安渓先生は、金子みすゞさん

の“みんな違ってみんないい”は、なんだか良い子す

ぎる。本当は“みんな普通”、むしろ“みんな変”な

のだと教えてくださいました。変と言われると人は他

人より劣っている直すべき所だと否定的に捉えがちだ

と思います。しかし、みんな変なのだと考えると自分

の中に一つや二つダメな所があってもいいではない

か。みんな違った価値を持っていて、善し悪しの考え

方だって変わってくる。人は他人について、自分自身

について、分からない所があるから悩み、知りたいと

思うものだと気づくはずです。自分自身を知り、互い

に相手を認めることで優しい気持ちになれると思いま

す。講座中、私の心を爽やかにしてくれた、この言葉

の力を２つ紹介します。 

一つ目は自分自身のことです。私は言葉を理解した

り、行動したりするのに人の 2倍の時間がかかってし

まいます。そのため普段から早目、早目の行動を心が

けているのですが、この鈍臭さは活動中も至る所で目

立っていました。皆、手際よく仕事を片付け、すんな

りまとめの方法を飲み込んでいく。班のみんなの足を

引っ張り、先生の手を煩わせてばかり。どんなに頑張

ってもみんなのペースに追いつかない。どうして上手

くいかないのだろう。愚かな自分が情けなくて、一人

取り残されていくような気がして、できないという事

を自分自身素直に認められずに背伸びして焦っていま

した。それに誰一人、嫌な顔をせず暖かく接してくれ

たり、とことん指導して下さったりするので、申し訳

なかったです。 

こんな私に先生は“ありがとう”と声をかけて下さ

り、続けて“あなたは自分の時間を持っている。……

ゆっくりだけどそれがいい。みんな違ってみんな変な

のだから。”とおっしゃいました。なぜだろうと驚き

ましたが、一生懸命に取り組んでいると認めて下さっ

ていると感じて、嬉しくなりました。先生の広い心に

精一杯感謝して、ダメだと縮こまってばかりいても進

歩がない。自分を信じよう。何事も前向きに取り組ん

でいこうと胸に誓いました。  

2つ目は人と人。互いを認め合う思いやりの大切さに

ついてです。語り手の方から直接、問題の背景や現場

の様子を伺う、聞き書き調査を初めて経験しました。

語り手の方はどなたも初対面の私たちにも穏やかに積

極的に話してくださり、感謝の気持ちで胸がいっぱい

です。元鍛冶屋の永野さんが「昔のことを思い出させ

てくださってありがとうございます。」と、玄関まで

私達を見送って下さったこと。元機関士の笠井さんが

自分の事を“おっちゃん”と呼び、親しみを込めた優

しい表情で質問に答えてくださったことが特に忘れら

れません。しかし安渓先生が実習初日の晩に配ってく

ださった先生の著書『島からのことづて』から “聞き

書き・調査地被害”を読んで知った、「調査を“する

側”が“される側”の気持ちや都合を無視した行動を

取り、“される側”が心を痛めてしまう。」というこ

とが気になり、思うように活動に入り込めないところ

がありました。経験もない私がいきなり聞き書きをし

ても失礼ではないだろうか。なんだか図々しい感じが

して体が強張る思いがありました。 

 自然公園に宿泊した夕べ、聞き取り調査についてみ

んなの感想や先生のお話を聞いて、聞き書き調査は決

して“する側”の一方的な利益追求だけではないこと

に、はっと気づかされました。話を聞いて欲しい。伝

えて欲しいと願って、“する側”を信じてくれる“さ

れる側”の温かい心。その心に感謝して答える努力を
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することで互いの絆を深めて長いお付き合いができる

ようになる。今、話してくださる方々は私を許してく

ださっている。考え方をもっと楽に。語られることを

素直に受け取ることが大切なのだと知りました。 

 また、重要な情報は雑談の中から得られる。“する

側”は自分の知っていることしか質問できないことが

興味深かったです。風土などにより生活習慣が異なる

ので、自分の暮らしの知恵が他の地域でも生かせると

は限らない。衣食住の基本になることほど誰もが自分

の特殊性に気づきにくく、他人との違いを知ったとき

の驚きは大きくなるような気がします。 

 すぐにはできなくても、正直に前向きに考えてしっ

かり理解して行けば、役立たずにはならない。時間や

物の価値は人によって違うのだから自分らしく過ごせ

ばいい。自分だけがおかしくも正しくもない。みんな

変なのだ。そう世界の皆が感じてくれたら、人は優し

くなれるのではないだろうか。“みんな違ってみんな

変”この言葉が世界に広がれば、隣の人、民族と穏や

かな気持ちで共に歩んでいける仲間になる小さな一歩

になるのではないかと思います。 

 

みなさまへのお礼とことづて      小島 佳奈 

  

先生方へ 

いろいろと手際が悪くてご迷惑をおかけしてしまっ

たと思います。やさしくしっかりフォローしてくださ

ってありがとうございました。特に貴子先生には本当

にお世話になりました。本当にありがとうございます。

来年のボランティアの方は貴子先生がいらっしゃらな

い分大変だとは思いますが、がんばってほしいです。 

ボランティアとして参加して、先生方や木原さん、

上勢頭さん、受講生の子達ともたくさん接することが

でき、いろいろお話できて忘れられない 1週間になり

ました。 

この FW講座は、受講生に本当にいろいろなものを残

すので、運営なさる先生方は大変だとは思いますが、

ぜひこれからも続いていって欲しいと思います。 

 

来年のボランティアの方へ 

・ごみ出し、食器洗い、洗濯、など日常生活の細かい

ことの管理。自分がやるのではなく当番制（洗濯を除

く）なので、しっかりできているか後ろから見ている

感じ。 

・お茶づくり。そんなに飲み物を買いに行ける機会は

なく、基本的にお茶が頼りなので、すぐになくなって

しまう。いつも多めに作っておくほうがいい。 

・配達された食事の準備（朝・夜）を、当番の受講生

と一緒に行う。残った食事はタッパーに詰めて冷蔵庫

へ。次の食事でも出す。約 24時間経ったら廃棄する。 

・体調が悪い受講生のために薬を買う、なかなか馴染

めない受講生の相談役（？）など。調子や、何か困っ

ていることがないかなど積極的に聞いていく。 

・先生方の経費の会計。レシートをいただいて、共同

財布からその分をお渡しする。会計ノートに記入する。 

基本的に、大変なのは最初の２、３日だったと思い

ます。受講生の子は覚えが早く適応も早かったです。

ただ、生活の細かいこと（先生方に聞くまでもないよ

うな）は最後まで聞かれたので、自分で考えて勝手に

決めてしまったことも多かったです。 

 

まだまだ日本も捨てたものではない――若者たちとす

ごした１週間で感じたこと       上勢頭芳徳 

 

 2004年の 8月 16日から 22日まで、一週間の屋久島

フィールドワーク講座に参加して、竹富島の地域づく

りについて事例紹介してみないか、というお誘いが旧

知の安渓遊地さんからありました。実は 40年前、学生

時代に雪の小杉谷に泊まって写真撮影行をしたことが

あるのです。その後世界遺産にまでなっている屋久島。

そこで全国公募の学生たちとの合宿生活。なんだか面

白そうじゃありませんか。本業が忙しい時ですが、嬉

しくなってすぐに誘いに乗ってしまいました。 

 セミナー中は、学生たちの旺盛な知識欲には及びも

つきませんが、専門の先生方のレクチャーには改めて

知的刺激を受けました。それにしても学生さんたちは、

夏休みに相当な費用をかけて、高い競争率の論文審査

まで受けての参加です。毎朝遅くても６時には起床で、

朝食後は昼食を各自が弁当箱に詰めて現地研修へ。一
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日体と頭を使って、夕食後は食器洗いと片付け、それ

から報告会や検討会で毎晩０時ころまで議論するとい

う一週間でした。酒も飲まずに目をキラキラさせて、

良くできるものだと感心したものでした。昨今暗いニ

ュースが氾濫する中で、こんな若者がいる間はまだま

だ日本も捨てたものではないな、と強く心に思いまし

た。おじさんは体力がついていかず、４日目からは居

眠りばかりしていましたが。公の出番は 8月 21日の公

開講座での短いお話だったのですが、人と自然班にず

っとつきあわせてもらい、博物館コースの学生たちに

もお話をし、沖縄出身だったり沖縄の大学で勉強して

いたりする学生たちもいて、いろいろお話しできたこ

とも収穫でした。 

 屋久島訪問の目的の二つ目は世界遺産指定前とそれ

以後の屋久島の動きを知ることでした。竹富島でもそ

の歴史的景観と西表島の豊かな自然とを合わせて世界

遺産登録を目指すことを考えてきています。屋久島の

世界遺産登録に当初から関わってきた人たちや役場の

職員のみなさんの話がきけたことは幸いでした。 

 三つ目はルーツ探しです。約 600年前竹富島に村建

てをした６つのグループのうち、根原金殿（ネーレカ

ンドノ）に率いられた一団は、屋久島から渡ってきた

という口碑があります。全身鉄でできた不死身の人だ

ったというのですから、おそらく鍛冶の技術をもった

人々だったのでしょう。それで先ず益救神社に参拝し、

歴史民俗資料館の山本館長や元鍛冶師の永野さんにも

聞き取りの折に聞いてみたのですが、ネーレ金殿の足

跡は遥として知れません。講座終了後、鉄のことなら

種子島に行けばわかるかもしれないと思って鉄砲館を

訪ねてみました。それでも、みなさん首を傾げるばか

り。調査とも言えない短い滞在で断言することはでき

ませんが、到着地では伝承も色濃く残るけれど、出発

地では忘れられて伝承が残らないものかもしれない、

と思い当たりました。 

 講座中に自由時間をもらって、20年前に屋久島に渡

った旧友を訪ねました。彼が、土地に根付いてエコツ

アーガイドをやっているのを頼もしく見ました。40年

前に一週間雪の中で過ごした思い出の小杉谷も、その

時にはまだ発見されていなかった縄文杉も訪れること

はできませんでしたが、鍛冶の足跡の探索とともに、

近い中に再訪する目標ができました。 

 シカイトゥ ミーハイユー（竹富島の方言で、「本

当にありがとうございました」）。 




